
し
か
し
、「
鳴
門
市
」
で
は
旧
鳴
門
町
が

町
の
中
心
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
は
困

る
と
の
地
域
根
性
丸
出
し
の
発
想
だ
っ
た
。

そ
れ
な
ら
新
市
の
中
心
で
あ
る
撫
養
町
の

名
を
市
名
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
撫
養
と

い
え
ば
四
国
の
門
戸
と
し
て
昔
か
ら
栄
え

た
港
町
で
、
そ
の
名
は
「
日
本
書
紀
」
に

も
牟
夜
と
し
て
出
て
く
る
。
し
か
し
、「
撫

養
市
」
で
は
他
の
三
町
が
納
得
し
な
い
。

そ
れ
で
「
鳴
南
市
」
と
な
っ
た
次
第
。

　

地
名
を
変
更
す
る
と
登
記
や
市
役
所
の

戸
籍
、
地
名
、
印
刷
物
さ
ら
に
封
筒
ま
で

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
役

所
だ
け
で
な
く
、
会
社
、
団
体
、
個
人
も

同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
費
用
は
お
そ
ら

く
億
単
位
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
わ
ず
か
三
カ

月
で
変
更
と
な
っ
た
。

　
「
鳴
南
市
」
命
名
に
当
た
っ
た
市
長
、

議
会
が
責
任
を
と
っ
た
話
は
聞
か
な
い
。

普
通
、
市
が
市
民
に
多
大
の
迷
惑
を
か
け

た
の
だ
か
ら
そ
れ
な
り
の
責
任
は
と
る
べ

き
だ
ろ
う
。

（
終
わ
り
）

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
92

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

海
部
ハ
ナ
の
生
地

　

本
誌
九
月
号
、
十
月
号
で
は
地
名
に
つ

い
て
書
い
た
。
読
者
か
ら
「
那
賀
川
の
流

れ
は
変
わ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
か
「
証
拠

を
挙
げ
て
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
納
得
が

い
っ
た
」
等
々
の
反
響
が
あ
っ
た
。
専
門

家
に
と
っ
て
は
常
識
で
も
一
般
の
人
に

と
っ
て
は
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。
今
回

も
地
名
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
書
こ
う
。

　

先
日
、
新
聞
に
海
部
ハ
ナ
の
記
事
が
大

き
く
載
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ハ
ナ
さ

ん
は
「
旧
中
野
島
村
横
見
」
出
身
と
書
い

て
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、「
中
野
島
村
史
」

に
も
そ
う
書
い
て
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
本

に
も
そ
う
書
い
て
あ
る
。
つ
ま
り
、「
孫

引
き
」
で
、
証
拠
調
べ
を
せ
ず
に
他
人
の

本
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
か
ら
こ
う
し
た

過
ち
を
繰
り
返
す
の
だ
。

　

筆
者
は
「
那
賀
川
町
史
」
を
監
修
し
た

が
、
そ
の
際
事
実
を
明
確
に
し
て
お
い
た
。

つ
ま
り
、
ハ
ナ
さ
ん
は
「
旧
中
野
島
村
」

出
身
で
な
く
「
旧
平
島
村
」
出
身
だ
。

　

地
域
の
事
情
に
う
と
い
人
は
、
那
賀
川

北
岸
を
那
賀
川
町
、
南
岸
を
阿
南
市
と
思

い
込
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
那
賀
川
南
岸
に
那
賀
川
町
大

京
原
、
中
島
分
が
あ
る
。
辰
巳
周
辺
も
そ

う
だ
。

　

ハ
ナ
さ
ん
の
生
家（
今
は
屋
敷
跡
の
み
）

の
前
に
用
水
が
流
れ
て
い
る
。
だ
い
た
い

用
水
を
境
に
し
て
南
部
が
横
見
町
長
岡
、

北
部
の
狭
い
地
が
那
賀
川
町
中
島
分
で
あ

る
。
屋
敷
跡
の
す
ぐ
東
に
狭
い
墓
地
が
あ

る
。
ハ
ナ
さ
ん
の
先
祖
の
墓
地
で
あ
る
。

　

さ
て
、
鳴
門
市
の
話
を
し
よ
う
。
鳴
門

市
は
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
三
月

に
誕
生
し
た
。
板
野
郡
の
撫
養
町
、
里
浦

町
、
鳴
門
町
、
瀬
戸
町
が
合
併
し
て
市
制

を
敷
い
た
。
そ
の
時
の
市
名
が「
鳴
南
市
」

で
あ
る
。
世
間
で
は
「
迷
難
市
」
と
い
っ

て
笑
い
も
の
に
し
た
。
さ
す
が
の
鳴
門
市

の
市
長
、
議
会
、
市
民
も
困
っ
て
し
ま
っ

た
。
わ
ず
か
三
カ
月
で
「
鳴
門
市
」
と
改

名
し
た
。

　

つ
い
で
に
書
け
ば
、
昭
和
三
十
年
に
大

津
村
、
三
十
一
年
に
北
灘
村
、
四
十
二
年

に
大
麻
町
と
合
併
し
た
。

　

鳴
門
の
渦
潮
は
世
界
的
に
有
名
で
あ
る
。

あなんカルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

青
少
年
の
た
め
の

科
学
の
祭
典
徳
島
大
会
（
無
料
）

　

県
内
の
学
校
や
企
業
、
大
学
な
ど
か
ら
、

科
学
体
験
や
工
作
が
で
き
る
ブ
ー
ス
が
多
数

出
展
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
科

学
を
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

日
時　
11
月
30
日
㈯
、
12
月
１
日
㈰　

午
前

10
時
～
午
後
４
時

出
展
さ
れ
る
主
な
ブ
ー
ス

「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
を
作
ろ
う
」「
バ
タ
バ
タ

蝶ち
ょ
うを
作
ろ
う
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
顕
微
鏡

を
作
ろ
う
」「
エ
ア
ー
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」

「
望
遠
鏡
の
し
く
み
を
知
ろ
う
」「
冬
の
星
座

（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）」
な
ど
約
30
ブ
ー
ス
。

※
く
わ
し
く
は
、
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
・
日
曜
・
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
「
今
夜
の
星
空
と
ア
イ
ソ
ン
彗す

い

星せ
い

の

お
話
」

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

　アマチュアミュージシャンによるライブを開催！
クリスマスにちなんだ曲も披露します。
日時　12月８日㈰　13:30開演（開場13:00）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　無料
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 第16回　クリスマスライブ

　阿南市内原町出身の加藤松林人画伯が朝鮮半島
各地の美しい風景や民俗を描いた作品を展示しま
す。
日時　11月４日㈪～９日㈯　
　　　10:00～18:00（最終日は16:00まで）
開会セレモニーと記念講演
日時　11月４日㈪　10:00～
場所　とくぎんトモニプラザ（徳島県青少年センター）
入場料　無料
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 市制施行55周年記念事業 加藤松林人 展

　ヒット曲はもちろん、ジャズナンバーも披露！
八代亜紀の魅力満載のコンサートをお楽しみくだ
さい。
日時　平成26年３月23日㈰　	昼公演　13:00開演
	 夜公演　17:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　全席指定5,000円（当日5,500円）
チケット発売　11月17日㈰～
チケット販売場所　文化会館、平惣書店（阿南セ
ンター店、羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）、
フジグラン阿南店、アピカ	
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ　

■ 八代亜紀ふれあいコンサート　チケット発売

■ しまじろうコンサート
　「おとぎのくにのだいぼうけん」  チケット発売
　参加型のコンサートを親子でお楽しみください。
日時　平成26年３月15日㈯	 １回目　10:30開演
	 ２回目　13:30開演
場所　市民会館
入場料　全席指定1,900円（３歳以上有料）
チケット発売　11月17日㈰～
チケット販売場所　市民会館、平惣書店（阿南セ
ンター店、羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）、
フジグラン阿南店、アピカ	
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ　

■ 市制施行55周年記念企画
市民劇団ふるさと創作ミュージカル

『新開桜』 劇団員追加募集！
　牛岐城趾に400年以上咲き続け、阿南のさまざ
まな出来事を見守ってきた新開桜をテーマに、今
伝えたい命の大切さと尊さを語るミュージカルを、
平成26年５月に開催する予定です。10月に市民
劇団を結成し、11月からレッスンを開始するた
め、劇団員と舞台スタッフならびに演技指導や歌
唱指導、ダンスアシスタントの補助をしていただ
ける方を追加募集します。
　このミュージカルで次世代に命の大切さと尊さ
を伝え、ひとつのものをみんなの力で創り上げ、
連帯感と充実感を味わってみませんか！
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

科
学
の
祭
典
記
念
講
演
会（
無
料
）

■
カ
ブ
ト
ム
シ
の
飼
い
方
・
育
て
方

日
時　
11
月
30
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

講
師　
昆
虫
研
究
家　

加
藤
雅
史
さ
ん

※
参
加
さ
れ
た
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に
、

も
れ
な
く
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
徳
島
の
石
こ
ろ
か
ら
見
る
地
球
進
化

日
時　
11
月
30
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
・
理
学
博

士　

柴
田
伊
廣
さ
ん

参
加
方
法　
開
始
時
間
ま
で
に
、
本
館
２
階

の
講
演
会
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
午
後
の
講
演
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
身

近
な
石
を
３
つ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ア
イ
ソ
ン
彗す

い
星せ

い
を
見
よ
う（
無
料
）

　

話
題
の
「
ア
イ
ソ
ン
彗
星
」
を
小
型
の
天

体
望
遠
鏡
で
観
察
し
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日
㈰　

午
前
11
時
～
正
午
、

午
後
２
時
～
３
時

参
加
方
法　
開
始
時
間
ま
で
に
、
天
文
館
２

階
の
観
望
デ
ッ
キ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

お
も
し
ろ
実
験
（
無
料
）

　

土
・
日
曜
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20

分
～
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

11
月
の
休
館
日
　

５
日
㈫
、
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪

海　部　ハ　ナ
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